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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第116期

第３四半期連結
累計期間

第117期
第３四半期連結

累計期間
第116期

会計期間
自平成29年４月１日
至平成29年12月31日

自平成30年４月１日
至平成30年12月31日

自平成29年４月１日
至平成30年３月31日

売上高 （百万円） 90,487 102,875 124,490

経常利益 （百万円） 5,057 4,647 6,445

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益
（百万円） 3,494 2,058 3,691

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 3,858 1,096 4,189

純資産額 （百万円） 46,371 47,266 46,639

総資産額 （百万円） 90,358 93,562 93,320

１株当たり四半期（当期）純利

益金額
（円） 438.93 258.65 463.77

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 49.5 48.1 48.1

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） 6,860 6,424 9,202

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） △2,944 △5,217 △4,422

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） 663 △430 749

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（百万円） 10,933 12,592 11,965

 

回次
第116期

第３四半期連結
会計期間

第117期
第３四半期連結

会計期間

会計期間
自平成29年10月１日
至平成29年12月31日

自平成30年10月１日
至平成30年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 254.59 65.07

 

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には消費税等は含んでおりません。

３．当社は、平成29年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を行っております。前連結会計年度

の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期（当期）純利益金額を算定しております。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、希薄化効果を有する潜在株式が存在しな

いため、記載しておりません。

５．四半期連結財務諸表規則第５条の２第３項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。

６．「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半期連

結会計期間の期首から適用しており、前第３四半期連結累計期間及び前連結会計年度に係る主要な経営指標等

については、当該会計基準等を遡って適用した後の指標等となっております。

 

EDINET提出書類

株式会社ティラド(E02155)

四半期報告書

 2/21



２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

主要な関係会社の異動は、以下のとおりです。

《クラウド型アプリケーションの開発、販売》

　新規設立：株式会社ティラドコネクト（連結子会社）
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記

載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）業績の状況

当第３四半期連結累計期間の経済環境は、輸出の増加や内需が堅調に推移し、底堅さを維持しています。先行

きは、中国経済の減速や米国の保護主義的通商政策が景気を下押しするリスクが懸念されます。
 
このような状況の中、当企業集団の売上高（外貨ベース）は、国内外において、前年同期比で増加しました。

営業利益は、日本、米国及び欧州において減益となりましたが、アジア及び中国において、増益となりました。親

会社株主に帰属する四半期純利益については、独占禁止法関連の和解金支払等減少しましたが、投資有価証券売却

益の減少、法人税等の増加により前年同期比減益となりました。
 
この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は前年同期比12,388百万円増加し、102,875百万円（13.7%

増）、営業利益は73百万円減少し、4,357百万円（1.7%減）、経常利益は409百万円減少し、4,647百万円（8.1%

減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は1,435百万円減少し、2,058百万円（41.1%減）となりました。
 

セグメントの業績は次のとおりであります。

連結子会社の当第３四半期連結累計期間の決算日は９月30日であり、連結財務諸表の作成にあたっては同日現

在の財務諸表を使用しております。ただし、連結決算日との間に生じた重要な取引については、連結上必要な調整

を行っております。該当するセグメントは、米国、欧州、アジア、中国であります。

　国内３子会社の決算日は連結会計年度の末日と一致しております。該当するセグメントは、その他であります。

　なお、前第３四半期連結会計期間より、青島東洋熱交換器有限公司を中国セグメントに含めております。

　また、当第２四半期連結会計期間において、新設した株式会社ティラドコネクトをその他セグメントに含めてお

ります。
 

　セグメント
 
 

売　上　高 営　業　利　益

前第３四半
期連結累計

当第３四半
期連結累計

増減
増減率※

(外貨ベース)

前第３四半
期連結累計

当第３四半
期連結累計

増減
増減率※

(外貨ベース)

(百万円) (百万円) (百万円) （％） (百万円) (百万円) (百万円) （％）

　日本 42,089 45,661 3,571 8.5 699 682 △16 △2.4

　米国 23,141 24,073 932 3.3 714 △28 △743 △104.0

　欧州 2,997 3,228 230 8.8 △205 △927 △722 △253.6

　アジア 12,512 13,714 1,201 8.5 1,565 1,981 416 25.3

　中国 9,010 15,478 6,468 78.1 1,665 2,229 563 37.6

　その他
　(含む消去)

735 719 △15 △2.1 △9 ※1  420 429 －

　合計 90,487 102,875 12,388 13.8 4,430 4,357 △73 0.2

※表中の増減率（外貨ベース）は、海外売上の為替換算レート変動による差異を補正した場合の増減率です。

※1　その他（含む消去）の内訳は、その他の区分利益　142百万円、セグメント間取引消去　277百万円です。
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① 日本

自動車用売上高は、当社受注機種の販売が堅調に推移したことにより、前年同期比増加しました。建設産業機

械用売上高は、中国向け需要増加及びマイニング市場の好調により、前年同期比増加しました。この結果、当該セ

グメントの売上高は、3,571百万円増加し、45,661百万円となりました。

営業利益は、原材料価格の上昇及び研究費の増加等により、前年同期比16百万円減少し、682百万円となりまし

た。

 

② 米国

自動車用売上高は、新規受注した機種の量産開始等が寄与し増加しました。建設産業機械用売上高は、主要客

先の需要増により、前年同期比増加しました。この結果、当該セグメントの売上高は、前年同期比932百万円増加

し、24,073百万円となりました。外貨ベースでは、3.3％の増加となりました。

営業利益は、関税引上げの影響によるコスト増加等により、前年同期比743百万円減少し、△28百万円となりま

した。外貨ベースでは、104.0％の減益となりました。

 

③ 欧州

チェコにおいて自動車用売上高は、主要客先の受注が増加したことにより、前年同期比増加しました。この結

果、当該セグメントの売上高は、前年同期比230百万円増加し、3,228百万円となりました。外貨ベースでは、

8.8％の増加となりました。

営業利益は、チェコにおける新規受注機種の立ち上げに伴うコスト増加等により、前年同期比722百万円減少

し、△927百万円となりました。外貨ベースでは、253.6％の減益となりました。

 

④ アジア

自動車用売上高は、アセアン拠点において受注機種の売上好調により、前年同期比増加しました。この結果、

当該セグメントの売上高は、前年同期比1,201百万円増加し、13,714百万円となりました。外貨ベースでは、8.5％

の増加となりました。

営業利益は、前年同期比416百万円増加し、1,981百万円となりました。外貨ベースでは、25.3％の増益となり

ました。

 

⑤ 中国

自動車用売上高は、前第３四半期より追加出資し子会社化した青島東洋熱交換器有限公司の売上5,092百万円に

より、前年同期比大幅に増加しました。建設産業機械用売上高は、主要客先の受注増加により、前年同期比増加し

ました。この結果、当該セグメントの売上高は、前年同期比6,468百万円増加し、15,478百万円となりました。外

貨ベースでは、78.1％の増加となりました。

営業利益は、前年同期比563百万円増加し、2,229百万円となりました。外貨ベースでは、37.6％の増益となり

ました。

 

（２）財政状態の分析

①資産、負債及び純資産の状況

　当第３四半期連結会計期間末の総資産は、売上増加に伴う流動資産の増加等により、前連結会計年度末比242百

万円増加し、93,562百万円になりました。

　負債は、和解金支払及び長期借入金返済等により、385百万円減少し、46,296百万円となりました。

　純資産は、利益剰余金の増加等により、627百万円増加し、47,266百万円になりました。

②キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、前年同期比1,658百万円増加し、12,592百

万円となりました。

当第３四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの増減要因は次のとおりであります。

営業活動によるキャッシュ・フローは、売上増加に伴う運転資金の増加及び和解金等の支払により、前年同期

比435百万円減少し、6,424百万円プラス、投資活動によるキャッシュ・フローは、設備投資が前年同期比2,273百

万円増加し、5,217百万円マイナス、及び財務活動によるキャッシュ・フローは、借入金の減少等により前年同期

比1,093百万円減少し、430百万円マイナスとなりました。
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（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（４）研究開発活動

当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、2,220百万円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 15,000,000

計 15,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成30年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成31年２月５日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 8,344,405 8,344,405
東京証券取引所

(市場第一部)

単元株式数

100株

計 8,344,405 8,344,405 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成30年10月１日～

平成30年12月31日
－ 8,344,405 － 8,545 － 7,306

 

（５）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成30年12月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式  384,800
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式 7,919,200 79,192 －

単元未満株式 普通株式   40,405 － －

発行済株式総数 8,344,405 － －

総株主の議決権 － 79,192 －

 

②【自己株式等】

平成30年12月31日現在
 

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

(自己保有株式)
株式会社ティラド

東京都渋谷区代々
木３－25－３

384,800 - 384,800 4.61

計 － 384,800 - 384,800 4.61

 

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第３項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成30年10月１日から平

成30年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

　なお、新日本有限責任監査法人は平成30年７月１日付をもって、名称をEY新日本有限責任監査法人に変更しており

ます。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度

(平成30年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成30年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 12,128 12,748

受取手形及び売掛金 24,928 25,082

電子記録債権 2,659 2,593

有価証券 399 399

商品及び製品 2,728 3,070

仕掛品 594 667

原材料及び貯蔵品 5,097 5,163

その他 2,253 2,577

貸倒引当金 △85 △89

流動資産合計 50,704 52,214

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 6,528 6,305

機械装置及び運搬具（純額） 16,287 15,767

土地 2,602 2,587

リース資産（純額） 122 108

建設仮勘定 3,476 4,197

その他（純額） 2,236 2,219

有形固定資産合計 31,254 31,186

無形固定資産   

のれん 583 248

その他 1,068 1,143

無形固定資産合計 1,651 1,392

投資その他の資産   

投資有価証券 8,470 7,635

退職給付に係る資産 467 432

繰延税金資産 59 69

その他 741 672

貸倒引当金 △28 △39

投資その他の資産合計 9,710 8,770

固定資産合計 42,616 41,348

資産合計 93,320 93,562
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度

(平成30年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成30年12月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 14,086 14,216

電子記録債務 4,703 5,503

短期借入金 7,646 8,037

リース債務 378 387

未払法人税等 563 392

未払費用 3,289 3,324

賞与引当金 1,468 815

役員賞与引当金 96 63

製品保証引当金 206 258

株主優待引当金 62 31

営業外電子記録債務 757 754

その他 2,384 1,758

流動負債合計 35,642 35,543

固定負債   

長期借入金 8,582 8,007

リース債務 735 902

繰延税金負債 1,480 1,603

役員退職慰労引当金 4 5

退職給付に係る負債 95 99

資産除去債務 89 90

その他 51 44

固定負債合計 11,039 10,752

負債合計 46,681 46,296

純資産の部   

株主資本   

資本金 8,545 8,545

資本剰余金 7,434 7,551

利益剰余金 27,376 28,639

自己株式 △899 △901

株主資本合計 42,457 43,835

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 1,047 414

為替換算調整勘定 679 220

退職給付に係る調整累計額 677 623

その他の包括利益累計額合計 2,404 1,259

非支配株主持分 1,777 2,171

純資産合計 46,639 47,266

負債純資産合計 93,320 93,562
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年12月31日)

売上高 90,487 102,875

売上原価 79,127 90,521

売上総利益 11,360 12,354

販売費及び一般管理費   

荷造及び発送費 1,020 1,319

給料及び手当 1,489 1,620

賞与引当金繰入額 171 216

役員賞与引当金繰入額 63 63

退職給付費用 51 42

福利厚生費 740 789

製品保証引当金繰入額 65 119

株主優待引当金繰入額 28 －

研究開発費 981 990

その他 2,319 2,834

販売費及び一般管理費合計 6,929 7,996

営業利益 4,430 4,357

営業外収益   

受取利息 55 93

受取配当金 208 184

持分法による投資利益 274 150

為替差益 74 －

その他 179 149

営業外収益合計 792 578

営業外費用   

支払利息 158 188

為替差損 － 83

その他 7 15

営業外費用合計 166 287

経常利益 5,057 4,647

特別利益   

固定資産売却益 14 26

投資有価証券売却益 641 －

段階取得に係る差益 607 －

特別利益合計 1,263 26

特別損失   

固定資産売却損 1 42

固定資産除却損 65 71

減損損失 － 192

ゴルフ会員権貸倒引当金繰入額 － 11

課徴金等 ※１ 1,288 ※１ 282

特別損失合計 1,355 601

税金等調整前四半期純利益 4,965 4,072

法人税、住民税及び事業税 1,024 1,333

法人税等調整額 299 422

法人税等合計 1,324 1,755

四半期純利益 3,641 2,317

非支配株主に帰属する四半期純利益 146 258

親会社株主に帰属する四半期純利益 3,494 2,058
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年12月31日)

四半期純利益 3,641 2,317

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 337 △632

為替換算調整勘定 △121 △520

退職給付に係る調整額 △22 △53

持分法適用会社に対する持分相当額 23 △13

その他の包括利益合計 216 △1,220

四半期包括利益 3,858 1,096

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 3,736 913

非支配株主に係る四半期包括利益 121 183
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   
税金等調整前四半期純利益 4,965 4,072
減価償却費 4,032 4,576
退職給付費用 △33 △77
退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 43 44
役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 1 0
貸倒引当金の増減額（△は減少） △31 15
賞与引当金の増減額（△は減少） △495 △652
役員賞与引当金の増減額（△は減少） 10 △33
製品保証引当金の増減額（△は減少） △10 60
固定資産除却損 65 71
固定資産除売却損益（△は益） △12 16
課徴金等 1,288 282
受取利息及び受取配当金 △263 △278
支払利息 158 188
持分法による投資損益（△は益） △274 △150
減損損失 － 192
売上債権の増減額（△は増加） △1,871 △436
たな卸資産の増減額（△は増加） △268 △685
仕入債務の増減額（△は減少） 2,795 1,179
有価証券売却損益（△は益） △641 －
段階取得に係る差損益（△は益） △607 －
その他の流動資産の増減額（△は増加） △64 △329
その他の流動負債の増減額（△は減少） 350 233

その他 △39 108

小計 9,097 8,401

利息及び配当金の受取額 339 339
利息の支払額 △159 △188
法人税等の支払額 △1,128 △1,389

課徴金等の支払額 △1,289 △738

営業活動によるキャッシュ・フロー 6,860 6,424

投資活動によるキャッシュ・フロー   
有形固定資産の取得による支出 △3,915 △5,228
有形固定資産の売却による収入 43 230
投資有価証券の売却による収入 990 －
連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による
収入

229 －

その他 △292 △220

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,944 △5,217

財務活動によるキャッシュ・フロー   
短期借入金の純増減額（△は減少） 404 16
長期借入れによる収入 1,658 1,180
長期借入金の返済による支出 △828 △1,338
非支配株主からの払込みによる収入 1 52
自己株式の取得による支出 △7 △1
配当金の支払額 △477 △795
非支配株主への配当金の支払額 △106 △102
連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の売却に
よる収入

－ 411

連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得に
よる支出

－ △34

その他 19 181

財務活動によるキャッシュ・フロー 663 △430

現金及び現金同等物に係る換算差額 139 △149

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 4,717 626

現金及び現金同等物の期首残高 6,216 11,965

現金及び現金同等物の四半期末残高 ＊1 10,933 ＊1 12,592
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

（1）連結の範囲の重要な変更

　第２四半期連結会計期間より、株式会社ティラドコネクトは新たに設立したため、連結の範囲に含めてお

ります。

 

（2）持分法適用の範囲の重要な変更

　該当事項はありません。

 

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半期

連結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固

定負債の区分に表示しております。

 

（四半期連結損益計算書関係）

 

 

前第3四半期連結累計期間

（自　平成29年４月１日

至　平成29年12月31日）

当第3四半期連結累計期間

（自　平成30年４月１日

至　平成30年12月31日）

※1　課徴金等 自動車部品（ラジエータ他）の販売に関し、独

占禁止法関連の当局による調査及び、それに関

連する訴訟等が進行しており、当該調査関係費

用及び、一部顧客に対する和解金1,158百万円を

特別損失として計上しております。

自動車部品（ラジエータ他）の販売に関し、独

占禁止法関連の当局による調査及び、それに関

連する訴訟等が進行しており、当該調査関係費

用及び、一部顧客に対する和解金282百万円を特

別損失として計上しております。

 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

＊１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記

のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 平成29年４月１日
至 平成29年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成30年４月１日
至 平成30年12月31日）

現金及び預金 11,001百万円 12,748百万円

有価証券 399 399

　計 11,401 13,148

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △467 △555

現金及び現金同等物 10,933 12,592
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年12月31日）

１．配当に関する事項

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月28日

定時株主総会
普通株式 238 3 平成29年３月31日 平成29年６月29日 利益剰余金

平成29年11月６日

取締役会
普通株式 238 3 平成29年９月30日 平成29年12月１日 利益剰余金

(注）１.平成29年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を行っております。「１株当たり配当金」につ

きましては、当該株式併合前の金額を記載しております。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成30年４月１日　至　平成30年12月31日）

１．配当に関する事項

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年６月27日

定時株主総会
普通株式 477 60 平成30年３月31日 平成30年６月28日 利益剰余金

平成30年11月５日

取締役会
普通株式 318 40 平成30年９月30日 平成30年12月１日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：百万円）

 報告セグメント その他

（注）３
合計

 日本 米国 欧州 アジア 中国 計

売上高         

外部顧客への売上高 42,089 23,141 2,997 12,512 9,010 89,751 735 90,487

セグメント間の内

部売上高又は振替

高

5,028 121 428 78 1,304 6,961 2,377 9,339

計 47,118 23,262 3,426 12,591 10,315 96,713 3,113 99,827

セグメント利益又は

損失（△）
699 714 △205 1,565 1,665 4,439 186 4,625

（注）１．当社は、生産・販売体制を基礎とした当社・現地法人のセグメントから構成されており、「日本」、「米

　　　　　国」、「欧州」、「アジア」、及び「中国」の５つを報告セグメントとしております。

　　　２．各報告セグメントに属する主な国又は地域

　　　　　欧州……………チェコ・ロシア・ドイツ

　　　　　アジア…………タイ・インドネシア・ベトナム

　   ３．「その他」の区分は、報告区分に含まれない事業セグメントであり、運送業などを営む国内子会社の事業

　　　　　活動を含んでおります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

　　主な内容（差異調整に関する事項）

　　　　　　　（単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計 4,439

「その他」の区分の利益 186

セグメント間取引消去 △195

四半期連結損益計算書の営業利益 4,430

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

 

（のれんの金額の重要な変動）

　「中国」セグメントにおいて、青島東洋熱交換器有限公司の株式取得に伴い、当第３四半期連結会計期間よ

り、同社を連結の範囲に含めております。なお、当該事象によるのれんの増加額は、当第３四半期連結累計期間

においては453百万円であります。

 

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。
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Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成30年４月１日　至　平成30年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：百万円）

 報告セグメント その他

（注）３
合計

 日本 米国 欧州 アジア 中国 計

売上高         

外部顧客への売上高 45,661 24,073 3,228 13,714 15,478 102,156 719 102,875

セグメント間の内

部売上高又は振替

高

4,193 128 363 54 1,450 6,190 2,513 8,704

計 49,854 24,202 3,591 13,769 16,929 108,346 3,233 111,580

セグメント利益又は

損失（△）
682 △28 △927 1,981 2,229 3,936 142 4,079

（注）１．当社は、生産・販売体制を基礎とした当社・現地法人のセグメントから構成されており、「日本」、「米

　　　　　国」、「欧州」、「アジア」、及び「中国」の５つを報告セグメントとしております。

　　　２．各報告セグメントに属する主な国又は地域

　　　　　欧州……………チェコ・ロシア・ドイツ

　　　　　アジア…………タイ・インドネシア・ベトナム

　   ３．「その他」の区分は、報告区分に含まれない事業セグメントであり、運送業などを営む国内子会社の事業

　　　　　活動を含んでおります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

　　主な内容（差異調整に関する事項）

　　　　　　　（単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計 3,936

「その他」の区分の利益 142

セグメント間取引消去 277

四半期連結損益計算書の営業利益 4,357

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 

（固定資産に係る重要な減損損失）

「中国」セグメントにおいて、のれんの減損損失192百万円を特別損失として計上しております。

 

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。

 

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成30年４月１日
至　平成30年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 438円93銭 258円65銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（百万円）
3,494 2,058

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額（百万円）
3,494 2,058

普通株式の期中平均株式数（千株） 7,961 7,959

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

－ －

（注）１.潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有する潜在株式が存在しないた

め、記載しておりません。

２.当社は、平成29年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を行っております。前連結会

計年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定して１株当たり四半期純利益金額を算定しております。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　　第117期（平成30年４月１日から平成31年３月31日まで）中間配当について、平成30年11月５日開催の取締役会にお

いて、次のとおり決議いたしました。

　(イ）中間配当による配当金の総額……………………318百万円

　(ロ）１株当たりの金額…………………………………40円00銭

　(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成30年12月１日

　　（注）１.平成30年９月30日現在の株主名簿及び実質株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行いま

す。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成31年２月５日

株式会社ティラド

取締役会　御中

 

EY新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 向　出　　勇　治　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 松　本　　雄　一　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ティ

ラドの平成３０年４月１日から平成３１年３月３１日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成３０年１０月

１日から平成３０年１２月３１日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成３０年４月１日から平成３０年１２月３１日

まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算

書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ティラド及び連結子会社の平成３０年１２月３１日現在の財

政状態並びに同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示して

いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以 上

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

　　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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